
■究極の専門家に！ 密度の濃い仕事を追求！
　私は26歳の時渡米し、現地採用された大手会計事務所での経験
を生かしながら、今の事務所経営、クライアントとの接し方、サービス
の提供を実践しています。通常米国では、働きながら資格を取得し家
庭を持ちます。そこでは、個人の能力を最大限引き上げる工夫がされ
ていました。
　非効率な長時間労働を避け密度の濃い仕事をし、その中で究極の
専門家を目指していました。すべてが日本に適している訳ではありま
せんが、私はそんな事務所が日本で持てたら、と考えながら4年間後
に帰国しました。私の事務所を例に専門家について考えてみましょう。
・得意分野を作り専門家になる
　米国人は働きます。と言うより、自分を認めてもらわなくてはなりま
せん。ですから、他人にない自分だけの個性を身につけようとします。
　私の事務所でも、入所して3年間は一般的な会計税務の業務を担
当してもらいますが、その間に、自分に合った専門分野を探し出しても
らいます。
　税理士とは何か？ これが出発点です。そして、顧客が欲しがってい
る「専門家」がゴールです。
　なりたい専門家が決まりましたら、自分に厳しく、奥深くまで探求す
る努力が必要です。
・家族を大切にする
　米国人は家族を大切にしていました。事務所も家族を大切にしてい
ました。平和な家族なくして、仕事は充実してきません。家族が一番、
と言う考えの下で業務に専念できる環境作りをする必要があると
思っています。
・常に疑問を持つ
　会計事務所の主たる業務は会計税務のサポートですが、顧客は、税

理士は中小企業の支援者として支えてもらいたいと願っています。中
小企業のオーナーは一国一城の主で、商品知識、販売知識、更には製
造知識にとても長けています。中小企業をサポートする者は、常に疑
問を持ちながら多くのことに接することが大切です。疑問を持つこと
で、いろいろな業界や商品のことを知り、人々の行っている工夫のカ
ギを知ることができるからです。そして、経営者と同じ目線でアドバイ
スができるようになります。

■顧客のニーズを考える
　これからの税理士は、顧客のニーズを考えながらそれに回答でき
るように準備していく必要があります。先ずは、基礎である会計と税
務の知識と経験を十分に備え、次にそれぞれの顧客のニーズを考え
てサービスの付加価値を高めていかなくてはなりません。
・いかなる付加価値か？　税理士は多くの会社を見れる職業
　顧客は、税理士を経営のパートナーであって欲しいと考えています。
　しかし、専門以外のことに口を出してもらいたくない顧客もいます。
顧客との人間関係をきちんと作ることが、最初に必要とされる付加価
値です。税理士は、顧問料を頂きながら多くの企業の内部を見せても
らえます。それらの経験を積んで、他の顧問先の発展に役立つアドバ
イスができる職業でもあります。守秘義務を守り、税理士業の利点を
生かしながら、アドバイスに磨きをかけることもサービスの付加価値に
繋がるでしょう。
・専門家の中の専門家を目指して
　私共の事務所は、ほとんどが30代の若者です。しかしそれぞれが
得意分野を持っています。相続を担当するものでも、民法、不動産評
価、株式評価、遺言、信託、物納、分割協議、国際相続等の分野に分
かれていますし、その他、M&A、組織再編成、非営利法人（社団・財

団・NPOなど）、学校法人、国際業務、IFRS、米国税法、海外進出支
援、移転価格、IPO、監査、IT等を得意としている者がおります。勿
論、消費税、固定資産税、関税など税法を得意とする者も沢山いま
す。それぞれ好きな分野を伸ばして、専門家の中の専門家を目指し
ています。
・事務所研修・自己研修
　週に一回事務所内研修をしています。各自が順番に講師になり、
仲間に講義をしていきます。事前の準備と講義内容の工夫が大切で
す。また、自分の専門知識を深く掘り下げるためにはどのようなアプ
ローチがいいか。その自己研修を積むことも必要です。専門家の中
の専門家になるには研修・研鑽を重ね、常に自らの品質に磨きをか
けなくてはなりません。

世界の会計・税務専門家
　日本は約4,000社の上場企業に対し中小企業は約260,000社
あります。世界の主要国でも、中小企業がほとんどです。海外では会
計事務所と共に中小企業が海外に飛び出しています。税理士も日
本の国内だけではなく、海外の事情を知り、中小企業のオーナーと
共に海外に目を向ける時代が来ています。
　究極の専門家を目指しつつ、世界にはばたく税理士を目指す！　
大きな大志を抱くことが、初めの一歩です。

翔け 専門家へ！　　世界へ！

今月の

立ち話のお相手

税理士

現役税理士に、税理士（会計）事務所での実務や、
税理士業界の現状、などなど…を、お話しいただ
くコーナーです！
今回は、日本公認会計士協会の前副会長 小見山氏
にお話を伺いました。
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 税理士とちょっと

税法入門コース（消費税･法人税・所得税・相続税 各全４回）

こんな方に
オススメ

受講形態

基本テキスト

受 講 料 消費税・法人税・所得税・相続税
各8,300円

申込期限 2015年 6月30日まで

受講期限 2015年 7月31日まで
個別DVD講座：TAC各校舎にて視聴可能
（一部の校舎では視聴できない場合がございます。）

Ｗｅｂ通信講座：配信中

▶税法の大筋を学習したい方
▶経理職でスキルアップしたい方
▶税理士試験の税法科目選択を思案中の方

税法のイロハを学びたい方、税法を本格的に学習する予定の方を対象としたコースです。初学者向けに丁寧な解説で、税法の大筋を
理解できるような学習内容となっています。

※教材費・消費税（8%）込み

▶POINT
重要な部分や理解する際のポイント

▶MEMO
知っておくと役立つ内容・コラムなど

テキストの巻末にあ
る「演習問題」で、理
解度を確認すること
ができます。

  小見山公認会計士事務所・税理士法人麻布パートナズ　
 URL：http://www.komiyama-cpa.com/

申告書作成（法人税・所得税 各全８回、消費税・相続税 各全６回）

税法実務コース

こんな方に
オススメ

受講形態

テキスト・実例記入シート

受 講 料 法人税・所得税………各33,000円
相続税・消費税………各25,800円

申込期限 2015年 6月30日まで

受講期限 2015年 7月31日まで
個別DVD講座：ＴＡＣ各校舎にて視聴可能
（一部の校舎では視聴できない場合がございます。）

Ｗｅｂ通信講座：配信中

▶会計事務所に就業予定の方
▶経理職で申告書作成のスキルが必要な方

既に該当科目の税法の概要をご存知の方、税法入門コース修了者を対象としたコースです。税法の基礎学習をしながら申告書・届出書
等の記載方法について学習します。設例を用いて、実務上重要なテーマを中心としたトレーニングを行います。

受講後も実務で使える！
オリジナルテキスト

※教材費・消費税（8%）込み

設例の資料をもとに、講
義内で申告書の記入を
行っていきます。実際の
申告書作成の擬似体験
をすることができます。

各テーマの説明や書類
作成上の概要・ルール・
提出期限・添付する書類
などについての解説

はばた

経理職の方は
この順番で受講する
ことをオススメします

ororTACホームページ　 　http://www.tac-school.co.jp/講座の詳細はTACホームページ、または「経理実務／税法実務」のパンフレットをご覧ください。
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